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第 1 章

はじめに

Cisco DNA Spacesの名称が Cisco Spacesに変更されました。現在、新しい名前でドキュメン
トを更新しています。これには、GUIと対応する手順、スクリーンショット、および URLの
更新が含まれます。この作業の期間中、Cisco DNA SpacesとCisco Spacesの両方が登場する可
能性があります。引き続きご協力のほどよろしくお願いいたします。

（注）

• Cisco Spaces：プロキシミティレポートアプリの概要（1ページ）

Cisco Spaces：プロキシミティレポートアプリの概要
Cisco Spaces：プロキシミティレポートアプリケーションは、コロナ禍の後に職場に戻る従業
員のために、企業ネットワークの職場管理者が安全な環境を作成することを支援します。アプ

リは、1人の人物に属する 1つ以上のワイヤレスデバイスからデータを収集します。ワイヤレ
スデバイスは、ワイヤレスネットワークに関連付けられ、物理的な場所にマッピングされま

す。プロキシミティレポートアプリケーションは、検査で陽性だったと報告した人物の動き

を追跡するために機能します。

プロキシミティレポートアプリケーションの主要機能のいくつかは、次のとおりです。

•設定可能な期間（通常は 14～ 28日）に感染者がいた物理空間を把握するために役立ちま
す。

•感染者と同じ拠点にいた他の人物のリスト。

•感染者がいつ物理空間に出入りしたかを示すタイムライン。

レポート(Report)の作成
ここでは、陽性であると報告した人物をルックアップする方法について説明します。プロキシ

ミティレポートアプリケーションの一般的なワークフローの全体を説明し、レポートの生成

方法を示します。ワークフローでは、従業員は自分自身のことを会社に報告し、陽性である可

能性があることを明らかにする必要があります。この従業員は、以降、「報告者」と呼ばれま
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す。報告者は、IEEE 802.1xユーザー ID、使用しているデバイスのMACアドレス、および従
業員が最後にキャンパスを訪れた推定日付を明らかにします。

始める前に

このワークフローに関する想定および前提条件のいくつかは、次のとおりです。

• Cisco Spaces ACTライセンスおよび Cisco Spaces：Detect and Locateのアクティブなサブス
クリプションがある。

•ネットワークに Cisco Catalystアクセスポイントが装備されている。

.
•会社の従業員は、複数のワイヤレスデバイスを使用して企業ネットワークに関連付けてい
る可能性がある。従業員は、会社のキャンパスのワイヤレスネットワークに関連付ける複

数の IEEE 802.1xユーザー IDを持っている可能性もある。

•デバイスのトラブルシューティングまたは安全のために位置情報にアクセスすることが、
従業員によって許可されている。

手順の概要

1. Cisco Spaces：プロキシミティレポートアプリケーションにログインし、[レポートの作
成（Create Report）]をクリックします。

2. [ユーザー名またはMACアドレスの検索（Search User Name or Mac Address）]フィールド
に、次のいずれかを入力します。

•報告者の IEEE 802.1xユーザー ID（図 1）
•この人物のデバイスのMACアドレス（図 2）

3. [Lookup]をクリックします。
4. 手順 2で入力した内容に応じて、次の手順を実行します。

•最大 2つの IEEE 802.1xユーザー IDを確認します。
•関連付けられたデバイスのMACアドレスを確認します。

5. [OK]をクリックします。
6. 希望する [デバイスタイプ（Device Type）]をオンにします。これにより、選択した [デ

バイスタイプ（Device Type）]に基づいて、レポートデバイスに近接しているデバイス
の最終レポートがフィルタ処理されます。

7. [レポートレベル（Report Level）]コントロールをドラッグして、レポートデバイスへの
近接度を設定します。レポートデバイスの選択された近接度内にあるデバイスのユーザー

名またはMACアドレスのみが、最終レポートに表示されます。
8. （任意） [ノイズの多いデータのフィルタ処理（Filter noisy data）]チェックボックスを

オフにします。

9. レポートを作成するには、[開始日（StartDate）]と [終了日（EndDate）]を入力します。
範囲が 28日以内であることを確認してください。

10. [レポートの生成（Generate Report）]をクリックします。
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手順の詳細

ステップ 1 CiscoSpaces：プロキシミティレポートアプリケーションにログインし、[レポートの作成（CreateReport）]
をクリックします。

ステップ 2 [ユーザー名またはMACアドレスの検索（Search User Name or Mac Address）]フィールドに、次のいずれ
かを入力します。

•報告者の IEEE 802.1xユーザー ID（図 1）
•この人物のデバイスのMACアドレス（図 2）

ステップ 3 [Lookup]をクリックします。

ステップ 4 手順 2で入力した内容に応じて、次の手順を実行します。

•最大 2つの IEEE 802.1xユーザー IDを確認します。
•関連付けられたデバイスのMACアドレスを確認します。

•プロキシミティレポートアプリケーションでは、表示される結果は、結果の数に基づい
て自動選択されます。結果に最大 2つの IEEEユーザー IDまたは最大 3つのMACアド
レスが表示される場合は、それらの結果が自動選択されます。

•最大 2つの IEEE 802.1xユーザー IDを手動選択できます。

•任意の数のMACアドレスを手動選択できます。

（注）

ステップ 5 [OK]をクリックします。
大まかな [ルックアップサマリー（Lookup Summary）]が表示されます。

ステップ 6 希望する [デバイスタイプ（Device Type）]をオンにします。これにより、選択した [デバイスタイプ
（DeviceType）]に基づいて、レポートデバイスに近接しているデバイスの最終レポートがフィルタ処理
されます。

少なくとも 1つのデバイスタイプを選択する必要があります。（注）

ステップ 7 [レポートレベル（Report Level）]コントロールをドラッグして、レポートデバイスへの近接度を設定し
ます。レポートデバイスの選択された近接度内にあるデバイスのユーザー名またはMACアドレスのみ
が、最終レポートに表示されます。

生成されたレポートの近接テーブルの列数は、この近接レポートレベルに基づいて増減します。

ステップ 8 （任意） [ノイズの多いデータのフィルタ処理（Filter noisy data）]チェックボックスをオフにします。

デフォルトでは、このフィルタがオンになっています。選択した時間範囲内で、多くのデバイスが異な

るフロアを頻繁に移動する場合、データにノイズが多いと見なされます。その場合、フロアレベルで結

果が表示されなくなり、代わりに、ビルディングレベルなど、より大きな位置レベルで結果が表示され

ます。

現時点では、このフィルタはMerakiデータにのみ適用されます。（注）

Cisco Spaces：プロキシミティレポートアプリの設定ガイド
3

はじめに

レポート(Report)の作成



オフにすると、表示されるレポートには、データのノイズに関係なく、実際の位置レベルでデータが表

示されます。

ステップ 9 レポートを作成するには、[開始日（Start Date）]と [終了日（End Date）]を入力します。範囲が 28日以
内であることを確認してください。

ステップ 10 [レポートの生成（Generate Report）]をクリックします。

生成された詳細レポートが表示されます。このレポートは、PDFファイルまたはCSVファイルとしてエ
クスポートできます。

次のタスク

•詳細レポートを使用すると、報告者との接触により危険にさらされている人物に通知する
ことができます。

レポートの人物のリストは網羅的ではなく、完全なものと見なす

ことはできません。

（注）

•また、集中的な清掃のためにキャンパスの施設を閉鎖することもできます。

このドキュメントの残りの部分では、この詳細レポートのさまざまな部分について説明しま

す。
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第 I 部

レポートの各部
•プレゼンス、影響、および場所（7ページ）
•プロキシミティレポート（9ページ）
•日次行動レポート（13ページ）
•ユーザ（15ページ）
•通信、サービス、およびその他の情報（17ページ）





第 2 章

プレゼンス、影響、および場所

レポートは、タイトルと、期間（時間範囲）、レポートデバイス、レポートデバイスへの近接

レポートレベル、レポートデバイスに近接するデバイスのタイプなどの選択されたパラメータ

で始まります。レポートは CSV形式または PDF形式でエクスポートすることもできます。

図 1 :レポートヘッダー

レポートには次のコンポーネントがあります。

•プレゼンス（7ページ）
•ロケーション概要（7ページ）

プレゼンス

レポートのこの部分には、レポート期間中に報告者が訪れたビルディング、フロア、および

ゾーンの総数がまとめて表示されます。

図 2 :プレゼンス

ロケーション概要

レポートのこの部分には、報告者が特定の期間（日数）に通過した場所の概要が示されます。

ロケーション概要には、次の情報が含まれます。
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•レポートの全期間中に報告者が滞在した総時間。情報には、訪問した各ビルディングと、
対応するビルディングの各フロアが含まれます。

•報告者が滞在した総時間を示す円グラフ。最初の円グラフには、訪問したビルディングご
との情報が表示されます。2つ目の円グラフには、訪問したフロアごとの情報が表示され
ます。3つ目の円グラフには、訪問したゾーンごとの情報が表示されます。

•報告者が滞在した時間の 1日ごとの直線的な視覚表現。この情報には、訪問した各ビル
ディング、ビルディングの各フロア、およびフロアの各ゾーンに滞在した時間が含まれま

す。

図 3 :ロケーション概要

Cisco Spaces：プロキシミティレポートアプリの設定ガイド
8

レポートの各部

ロケーション概要



第 3 章

プロキシミティレポート

•近接サマリー（9ページ）
•近接追跡レポート（10ページ）

近接サマリー
レポートのこの部分は、報告者がキャンパス内の他のユーザーに与える影響のサマリー表示を

提供します。

•報告者がキャンパスに滞在した総日数。

•報告者がキャンパスに滞在した総時間。

•報告者が接触した人の総数。1人の人物が複数のデバイス（クライアント）を使用してい
る可能性があるため、クライアントデバイスの数は個別に表示されないことに注意してく

ださい。

•ターゲットデバイスに近接している BLEデバイスの総数。

•ターゲットデバイスに近接している RFIDデバイスの総数。

図 4 :影響
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近接追跡レポート
レポートのこの部分は、報告者と接触した他のユーザーの詳細な履歴です。このレポートは、

PDFファイルまたは CSVファイルとしてエクスポートできます。このレポートを使用して、
報告者の影響を受ける可能性が高いユーザーを特定できます。

詳細レポートでは、人々が置かれている可能性のあるリスクに基づいて、人々が分類されま

す。

人物のリスクカテゴリを決定するために、次の時間パラメータが使用されます。

•人物が、報告者に近接した状態で 1日に 4時間を超えて過ごした。

•人物が、報告者の近接した状態で 1日に 15分を超えて過ごしたが、それは 4時間未満で
ある。

•人物が、報告者の近接した状態で 1日に 0分を超えて過ごしたが、それは 15分以下であ
る。

人物のリスクカテゴリを決定するために、次の距離パラメータが使用されます。

•人物が、報告者から 30フィート（または 10m）以内にいた。

•人物が、報告者と同じフロアにいたが、報告者から 30フィート（または 10m）以内には
いなかった。

•人物が、報告者と同じビルディングにいたが、同じフロアにはいなかった。

次に、レポートに表示される1つのタイプのテーブルの表現例を示します。各セルには人数の
みが記載されていることに注意してください。ここに表示される人々の名前は、その人物が

テーブルの 1つのセルでのみカウントされていることを示すためにのみ表示されます。セル
は、リスクの最も高いカテゴリがテーブルの左上隅に、最も濃い色で表され、リスクの最も低

いカテゴリがテーブルの右下隅に、最も薄い色で表されるように配置されます。

表 1 :レポートのテーブルの表現例

ビルディングだが同じ

フロアではない

同じフロアだが 30
フィート以内ではない

30フィート以内

1

（人物 G）

1

（人物 F）

3

（人物C、D、E（最も
リスクが高く、最も濃

い色で表される））

4時間を超える

1

（人物 Z）

1

（人物 X）

1

（人物 R）

4時間未満（ただし 15
分を超える）
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ビルディングだが同じ

フロアではない

同じフロアだが 30
フィート以内ではない

30フィート以内

1

（人O（最もリスクが
低く、最も薄い色で表

される））

1

（人物 N）

1

（人物M）

15分以下（ただし0分
を超える）

2つ目のテーブルには、人物、デバイスのMACアドレス、その人物が会社のキャンパスで最
後に見られた日時、および報告者との接触時間による詳細なリストが表示されます。

以下に、レポート内のテーブルの視覚的な表現をいくつか示します。テーブルは、いずれかの

セルにゼロ以外の値がある場合にのみ表示されます。

• 30フィート（10m）以内の報告者と 15分未満の直接接触があった

• 30フィート（10m）以内の報告者と 4時間未満の直接接触があった

• 30フィート（10m）以内の報告者と 4時間を超える直接接触があった
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第 4 章

日次行動レポート

レポートのこの部分は、キャンパスのさまざまなビルディングおよびフロアにわたる報告者の

1日ごとの行動を、その報告者が各場所に滞在した時間とともに視覚的に追跡します。

図 5 :日単位の行動
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第 5 章

ユーザ

•アプリケーションユーザー（15ページ）

アプリケーションユーザー
プロキシミティレポートアプリケーションの左側のナビゲーションペインで、[ユーザーの管
理（UserManagement）]をクリックし、[アプリユーザー（AppUsers）]を選択すると、プロキ
シミティレポートアプリケーションダッシュボード内で定義されているユーザーのリストが

表示されます。これらのユーザーは、プロキシミティレポートアプリケーションの管理者ア

クセス権または読み取り専用アクセス権を持っている可能性があります。

アプリユーザーの作成

次の手順は、アプリユーザーまたは管理者が Cisco Spaces：プロキシミティレポートアプリ
ケーション内から人物をアプリユーザーとして追加し、それらのユーザーに管理アクセス権ま

たは読み取り専用アクセス権を与える方法を示しています。

ステップ 1 Cisco Spaces：プロキシミティレポートアプリケーションの左側のナビゲーションペインで、[ユーザーの
管理（User Management）]をクリックし、[アプリユーザー（App Users）]を選択します。

ステップ 2 [Add]をクリックします。

ステップ 3 [電子メール（Email）]フィールドに、アプリユーザーとして追加する人物の電子メールアドレスを入力し
ます。

ステップ 4 [ロール（Role）]ドロップダウンメニューから、次のいずれかを選択します。

• [読み取り専用ユーザー（ROUser）]：アプリユーザーは読み取り専用アクセス権を持ちます。

• [管理者（Admin）]：アプリユーザーは管理アクセス権を持ちます。

招待電子メールがその人物に送信されます。承認されると、その人物はアプリユーザーとして追加されま

す。

Cisco Spaces：プロキシミティレポートアプリの設定ガイド
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ユーザーとユーザーロールの変更

管理者は、アプリユーザーの個人情報を [管理者（Administrators）]タブから変更できません。
管理者は、[アプリユーザー（App users）]タブからのみユーザーロールを変更できます。

アプリユーザーは、[アプリユーザー（App Users）]タブから自分の個人情報を変更できませ
ん。

Cisco Spaces：プロキシミティレポートアプリの設定ガイド
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第 6 章

通信、サービス、およびその他の情報

•

•通信、サービス、およびその他の情報（17ページ）

通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、CiscoServicesにアクセスしてくだ
さい。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Supportにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco DevNet [英語]にアクセスしてください。

•一般的なネットワーキング、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress
にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

Ciscoバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

マニュアルに関するフィードバック

シスコのテクニカルドキュメントに関するフィードバックを提供するには、それぞれのオンラ

インドキュメントの右側のペインにあるフィードバックフォームを使用してください。

Cisco Spaces：プロキシミティレポートアプリの設定ガイド
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


